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三沢市国民健康保険運営協議会 議事録 

 

１．日時：平成３０年５月２１日（月）午後３時３０分から 

 

２．場所：三沢市役所 本館４階 大会議室 

 

３．出 席 者 

三 沢 市 長：種 市 一 正 

（委 員） 

公 益 代 表：山 本 彌 一、加 澤 明、遠 藤 泰 子、田 嶋 孝 安 

保険医保険薬剤師代表：澤 上 大 樹 

被 保 険 者 代 表：鷹 架 良 子、坂 本 幸 子、畑 山 陽 子 

（事 務 局） 

市 民 生 活 部 長：繫   範 雄 

国 保 年 金 課 長：中 村 祐 子  課長補佐：山 本 新 一 

国 保 係 長：柳 川 哲 彦  主  査：松 橋 基 史 

保 険 税 係 長：村 井 加奈子  主  事：星   佳奈美 

 

４．欠 席 者 

保険医保険薬剤師代表：樋 口 茂 樹、中 山 宏 祥、小 西 史 人 

被用者保険等代表：福 士 尚 仁 

被 保 険 者 代 表：種 市 嗣 彦 

 

５．議 事 

 

〈開会：１５時３０分〉 

司 会： それでは、定刻となりましたので、ただ今から三沢市国民健康保険運営協議会 

     を開催いたします。 

早速ではございますが、委嘱状の交付式を行います。 

お名前を呼ばれた方は、恐れ入りますが、その場にご起立し、辞令をお受け取

りくださいますようお願いいたします。 

 

【三沢市長より各委員に委嘱状を交付】 

 

司 会： 以上で、委嘱状交付を終わらせていただきます。 

なお、本日は欠席となっておりますが、樋口 茂樹 様、中山 宏祥 様、小西 

史人 様、福士 尚仁 様、種市 嗣彦 様にも委員をお引き受けいただいてお

りますので、ご報告申し上げます。 

ここで、市長よりご挨拶を申し上げます。 

 

市 長： 三沢市国民健康保険運営協議会の開会にあたり、一言ご挨拶を申し上げます。 

委員の皆様には、平素より、市政各般にわたり格別なるご協力を賜りますとと

もに、公私ともにご多忙の中、快く本協議会委員をお引き受けくださいまして、

心から御礼申し上げます。 

さて、当市の国民健康保険の財政状況は、被保険者及び所得の減少による保険

税収入が減少する一方、高齢化の進展や医療技術の高度化に伴う医療費増により
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１人あたりの医療費は増加しておりますが、一昨年の国保税改正によりまして均

衡がとれた財政状況となっております。そうした中、今年度から改正後の国民健

康保険制度が始まり、県が財政運営の主体となり、市町村とともに国民健康保険

を運営することになりました。 

今後は、県から示される標準保険税率と現行税率を比較し、適正な保険税率を

検討していくことになりますが、医療費の適正化としても特定健診の受診率の向

上、生活習慣病の重症化の予防につながる取り組みをより一層強化して参りたい

と考えております。 

いずれにいたしましても、加入者の健康維持と、安心して医療が受けられるよ

う重要な役割を担うため、皆様のご意見を伺いながら、国民健康保険事業の健全

な運営に努めて参りたいと考えております。 

どうか皆様には、当市の実情をご理解いただきまして、健全で安定した事業運営

の確保に向けご指導、ご協力を賜りますようお願い申し上げまして、ご挨拶とい

たします。よろしくお願いします。 

 

司 会： ありがとうございました。市長は、公務のため、ここで退席となります。 

 

【市長退席】 

 

司 会： それでは、改めて本日ご出席の委員の皆様をご紹介いたします。 

 

【委員紹介】 

 

司 会： 続きまして、事務局職員を紹介いたします。 

 

【事務局職員紹介】 

 

司 会： 初めに、三沢市国民健康保険運営協議会規則第４条の定足数について報告いた

します。本日は、樋口委員、中山委員、小西委員、福士委員、種市委員が欠席とな

ります。本日の出席委員数は、８名でございます。規則の定足数を満たしておりま

すので、本日の会議は成立することをご報告いたします。規則第３条により、議長

は会長にお願いすることとなっております。会長が選出されるまでの間、仮議長に

進行をお願いしたいと思います。慣例により、年長委員であります山本委員に仮議

長をお願いしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

 

【「異議なし」との声あり】 

 

司 会： それでは山本委員、仮議長席へお願いいたします。 

 

仮 議 長： 年長者ということで暫時のあいだ、仮議長を務めさせていただきます山本です。

どうぞご協力よろしくお願いいたします。それでは議事に入ります。初めに、会長

の選出についてお諮りをします。選出にあたっては、国民健康保険法施行令第５条

の規定により、公益を代表する委員のうちから、出席委員の選挙により選出するこ

ととなっています。いかが取り計らえば良いか委員の皆さんのご意見を伺います。

意見のある方は挙手をお願いします。 
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加澤委員： はい、推薦で。 

 

仮 議 長： 推薦という声があります。ほかにありませんか。推薦でよろしいですか。 

 

【「はい」という声あり】 

 

仮 議 長： 推薦でよいということなのでそれでは推薦で選出してまいりたいと思います。 

それでは、推薦についてなにかご意見はありませんか。 

 

加澤委員： 仮議長が、そのまま会長になっていただければと。 

 

仮 議 長： そのほかの推薦ございませんか。 

 

【「ありません」という声あり】 

 

仮 議 長： 他に無いようですので、それでは前回に引き続き、私が会長を務めさせていた

だいてよろしいでしょうか。 

 

【「はい」との声あり】 

 

仮 議 長： はい、それでは、皆様のご了承をいただきましたので、引き続き務めさせていた

だきます。どうぞよろしくお願いします。 

 

司 会： それでは山本会長よりご挨拶をいただきたいと思います。 

よろしくお願いたします。 

 

会 長： ただいま、委員の皆さんの推薦を受けて、再度会長を務めることになりました、

山本でございます。 

         先程、市長の挨拶にもありましたように、今年度から改正後の国保が始まります。 

青森県が財政運営の主体になり、市町村とともに国保運営を行うことになりました。 

三沢市として、国保被保険者の健康を維持する体制を整え、安心して医療が受けら

れるようにするために、相互に支えあう国保の事業運営を今後３年間どうしていく

のか、委員の皆さんのご協力をいただき、今後の運営を審議してまいりたいと考え

ております。 

        委員の皆さんのご協力を心からお願い申し上げまして、私の挨拶とさせていただ

きます。よろしくお願いします。 

 

議 長： それでは、本日の議事録署名者２名を決めたいと思います。それでは、坂本委

員、遠藤委員のご両名に議事録署名人をお願いしたいと思いますが、ご異議ござい

ませんか。 

 

【「なし」という声あり】 
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議 長： よろしくお願いします。続いて職務代行の選出について、お諮りします。選出に

あたっては、会長と同じく公益を代表する委員のうちから、選挙により選出するこ

ととなっています。いかが取り計らえばよいか、各委員の皆さんのご意見を伺いた

いと思います。 

 

田嶋委員： 会長指名で。 

 

議 長： 会長指名と言う声がありましたが、よろしいでしょうか。 

私から、職務代行は加澤委員にお願いしたいと思います。よろしいですか。 

 

加澤委員： はい。 

 

司 会： それでは、加澤委員よりご挨拶をいただきたいと思います。 

よろしくお願いいたします。 

 

加澤委員： ただ今皆さんの賛同を得まして、職務代理者に決まりましたので、会長をサポ

ートしながら皆さんと３年間勤めたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 

議 長： 皆さんのご協力により、会長、職務代行も決まりました。ご協力、誠にありがと

うございました。 

 

議 長： それでは、次に「国保事業優良都市視察研修について」を議題といたします。 

事務局に説明を願います。 

 

事 務 局： 本日の資料の７ページをご参照頂きながらご説明させていただきます。 

よろしくお願いします。失礼ですが座って説明させていただきます。 

国保事業優良都市の視察研修については、これまで任期が２年でしたので２年

に１度委員の改選の年に実施しております。前回は平成２８年度に委員の皆さん

に、研修をお願いしていたところでございます。 

国民健康保険法施行令の改正に伴い、委員の皆さんの任期が、今後３年に変わ

りましたので、それも含めまして今後の研修についてのご意見を、お伺いしたいと

存じます。 

資料につきましては、平成１８年度から平成２８年度、２年おきのものでござい

ます。日程や研修先などを記載してありますので、２２年度、２４年度につきまし

ては、行った先の研修内容としては、国保税の収納等運営全般についての研修でご

ざいました。また２６年度、２８年度は健康づくりをテーマとした研修をいたして

おります。 

今後の視察研修の実施の年や研修先等、どのように、すべきか皆さまのご意見を、

お伺いしたいと考えておりますのでよろしくお願いいたします。 

 

議 長： それでは視察研修について皆さんのご意見等ある方は挙手をお願いします。 

 

加澤委員： まず、第一に日程かと思うのですが、できれば３年の今回期間ですけども私た

ちは、来年、再来年と選挙の年になるものですから、できれば今年度中にやって

いただければ、また委員の皆さんのご協力をいただければいいなと思っています。 
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議 長： まず視察研修の日程について、我々の方の都合で選挙を控えていまして、今年

度という意見でしたが、これまでも改選期に２年ごとでありましたけれども、先に

優良事例の視察研修をしようと、初めに視察研修をしていました。これについて、

今年度実施したいと意見ですが、今年度がいいのか来年度がいいのか、坂本さんど

うですか、何かご意見ありませんか。 

 

坂本委員： その新しい年にやるというので良いのではないかな。これからの３年に向けて

目標をもって活動ができるかなと思います。 

 

議 長： 澤上さん何かどうですか。 

 

澤上委員： なかなか出席できなくてすいません。 

 

議 長： 鷹架さんは何かありませんか。 

 

鷹架委員： やはり、初年度にやって、それを生かしていきたいと思います。 

 

議 長： どうですか、やっぱり改選期に今後の運営に生かすため今年度でいかがですか。

よろしいですか。 

 

【「はい」という声あり】 

 

議 長： 今年度視察研修を実施していくということで承認していただきました。 

事務局の方から、今年度何か案があったらご意見を伺いたのだがどうですか。 

 

事 務 局： 事務局といたしましては、今現在問題かなと思うのは特定健診の受診率がなか 

なか上がりませんで、県内でも最下位となっております。取組みですね、どのよう 

にすれば、受診率があがるのか、どのようなことがされているのかをメインに行先 

を考えてみてはどうかと考えておりましたけれども。 

 

議 長： はい、事務局の方は受診率がどうしてもいまひとつではないと。 

これについて遠藤さん何か、どうですか、この意見については。 

 

遠藤委員： 国保の方でもそのことを問題ととらえているのであれば、そういう視察に行っ

たことで受診率が伸びるということに繋がれば、この委員会も生かされると思う

のでいいかなと思います。 

 

議 長： ありがとうございます。では、坂本さん視察目的はどうですか。 

 

坂本委員： 何年か前に特定健診ということで研修に行ったとき、みなし健診の話があった

んですね、何パーセントか上乗せのなかに入っていると思いますが、今年かな、

三沢が取り組んだのは、どんな感じですか。 
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議 長： 答弁願います。 

 

事 務 局： みなし健診の方につきましては、２８年度の途中から契約をさせていただいて、

８つの医療機関と行っています。１年間行ったのは２９年度からとなっています。 

 

坂本委員： それで何パーセントくらいかわかりますか。 

 

議 長： 答弁できますか。現状でもいいですよ。 

 

事 務 局： 率といえば厳しいところですが、件数について言えば約２０件くらいだったか 

と思います。率というと１％になるかならないかと思っています。 

 

議 長： 受診度アップが重要課題だと思っているようですので、いかがですか。今回視

察研修ですが、皆様のご意見をもとに、優良事例を執行部の方に探していただいて、

執行部の方に一任したいと思うのですが、いかがですか。 

 

【「異議なし」の声あり】 

 

議 長： いいですね。受診率の向上ということで、優良事例について執行部の方で何か

所か選んでいただいて決定したいと思います。よろしくお願いします。 

 

議 長：それでは、次に「専決処分の承認について」を議題といたします。事務局から説明

をお願いします。 

 

事 務 局： それでは資料の８ページの方をご覧いただいて説明させていただきます。 

     平成３０年４月１日からの国民健康保険の新たな制度にむけて、地方税法及び同

法施行規則が改正されたことに伴い、三沢市国民健康保険税条例の一部を改正す

る条例の制定について、専決処分をいたしましたので、報告して承認を求めるも

のです。 

国民健康保険税賦課限度額の引き上げと、低所得者の保険税軽減措置の対象を

拡大するものであります。 

初めに、賦課限度額の引き上げは、医療保険分を５４万円から５８万円に引き

上げるものです。後期高齢者支援分及び介護保険分の限度額の方には変更ありま

せん。これにより、一世帯当たりの賦課限度額は、８９万円でしたが３０年度以

降は９３万円ということになっております。 

次に、低所得者に係る保険税の負担軽減につきましては、７割軽減について変

更はございませんが、５割軽減と２割軽減の部分について拡充がされております。

５割軽減は、アンダーライン部分をご覧いただきますように、改正前は２７万円

でしたが、２７万５千円に拡大されました。 

また、２割軽減は、同じくアンダーライン部分で、改正前は４９万円となって

おりましたが、５０万円に拡大されることになりました。 

説明については、以上でございます。 

 

議 長： はい、それでは、事務局からの説明に対し、質疑、討論併せて行います。 

ご意見、ご質問のある方は、挙手をしてご発言くださるようお願いします。 

皆さん、何かありませんか。遠藤さん何かありませんか、遠慮しないでどうぞ。 
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遠藤委員： これによって、金額が変わったことによって、税額としてはどれくらい変わっ

たのでしょうか。 

 

議 長： それでは遠藤委員の質問に対して事務局の答弁を願います。 

 

事 務 局： ２８年の所得で比較するしかないので比較させていただきました。限度額超過

に伴い、課税限度額が４万、５４万から５８万になることにより税額が８５６万

位増額となる予定でございます。あと軽減制度が引上げられることによって、比

較しましたけれども２８年の所得では、件数は変わりありません。 

今年の７月賦課をやるのですが、その時にはまた新しい情報が入るのかと思い 

ますのでよろしくお願いいたします。以上です。 

 

議 長： よろしいですか、その他ご意見ご質問ございませんか。 

 

【「ありません」との声あり】 

 

議 長： 無いようですので、それではただ今の専決処分を承認することにご異議ござい

ませんか。 

 

【「なし」の声あり】 

 

議 長： 無いということでよって、専決処分を承認します。以上で本日の議事はすべて

終了いたしました。皆さんのご協力を心から感謝申し上げこれで閉会とします。あ

りがとうございました。 

 

司会： これをもちまして、三沢市国民健康保険運営協議会を終了いたします。皆様、大変 

お疲れ様でした。 

 

〈閉会：１６時３５分〉 

 

平成３０年５月２１日開催の三沢市国民健康保険運営協議会は、以上のとおりである。 

 

三沢市国民健康保険運営協議会議長  山本 彌一  

 

議事録署名人  遠藤 泰子  

 

議事録署名人  坂本 幸子  


